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No.7 書館通信 
読書週間終了しました！ 

10月27日（木）～11月9日（水）の読書週間にイベントを開催しました。 

図書館に来てくれたみなさん、ありがとうございました。期間中は、毎日 

来てくれた人もいて、大変盛り上がりました! 

読書週間の振り返り！ 

■本のまくらガチャ 

 本を借りると１回できる本のまくらガチャは人気で、 

 期間中、152回の利用がありました！ 

 一日あたり、平均17人の人がガチャを回しました。 

 印象的な冒頭から作品に興味が湧いたら、借りてみてください！ 

 

  

南高校の先生に、好きな本やおすすめの本を教えていた

だきました！教頭先生をはじめ、８名の先生のコメント

を、コピー機近くの掲示板に、掲示しています。 

こちらは、読書週間終了後も掲示していますので、 

ぜひ読書の参考にしてください。 

 

 

リクエストを貰って購入予定だった『悪ノ娘』シリーズですが、品切れの

ため購入できませんでした。 

楽しみにしてくれていた人たち、本当にすみません。 

先生おすすめの本展示は継続中 

お詫び 



新しい本は図書館に入って右手の「新着図書」の棚にあります。 

貸出中の場合は、予約ができます。お気軽におたずねください。 

自然界にはヘンテコな動物がたくさん
いる。人間から見てヘンテコな動物た
ちがなぜそうなったかを解き明かす。 

『切手デザイナーの仕事』 

間部香代著、グラフィック社 

『人間みたいに生きている』 

佐原ひかり著、朝日新聞出版 

『あなたへの挑戦状』 
阿津川辰海、斜線道有紀著 講談社 

2人の人気推理作家による競作ミステリー

小説。これは2人の競い合いでもあり、同

時に「あなた」への挑戦状である。 

『水底のスピカ』 

乾ルカ著、中央公論新社 

転校生の美令、美令のクラスメイトの和

奈と更紗。それぞれに秘密を抱えた3人

の、人生で最も濃密な1年間を描く。 

『生 き物たち よ、なん でそ うな っ

た！？』五十嵐杏南著、笠間書院 

『名画の中で働く人々』 

中野京子著、集英社 

食べることに嫌悪を覚える女子高生の
唯。食べ物の匂いがしない「吸血鬼の
館」が彼女の初めての居場所となり… 

名画には働く人々が頻繁に描かれてい

る。「仕事」を描いた絵画から、まだ知

らない西洋史が見えてくる一冊。 

新しい本が入りました！ 

あなたの「今年の漢字」を募集します！ 

12月12日の「漢字の日」にちなみ、毎年、京都の清水寺で「今年の漢字」

が発表されます。（今年は、12/12発表）2021年の漢字は「金」でしたが、今年はど

んな漢字が選ばれるのでしょうか。 図書館でも、みなさんの今年一年を表す漢字

を募集しています。図書館内に掲示しますので、ぜひ応募してください。 

詳しくは図書館カウンターまで！ 

日本の切手は8人だけのデザイナーがデ

ザインしている。彼・彼女らが切手づく

りに抱いている想いに迫る。 

『身の回りにあるノーベル賞がよくわ

かる本』 かきもち著、翔泳社 
『ぼくらは、まだ少し期待している』 

木地雅映子著、中央公論新社  

高校3年生、優等生で腐れ縁の輝明とあさ

ひ。彼女から相談を受けた輝明は予想外

の内容に動揺する。翌日失踪した彼女を

探す内、輝明はあさひの過去を知り…。 

ノーベル賞の研究についてあなたはど

れだけ知っていますか？歴史を変える

大発見や発明、研究をイラスト付きで

わかりやすく解説。 

■ 『川のほとりに立つ者は』寺地はるな著、双葉社  

■『サブスクの子と呼ばれて』 

  山田悠介著、河出書房新社 

■『機械仕掛けの太陽』知念実希人著、文藝春秋 

■『君のクイズ』小川哲著、朝日新聞出版 

  などなど… 

■『湊かなえのことば結び』 

 湊かなえ著、角川春樹事務所  

■ 『理数探究の考え方』石浦章一著、筑摩書房  

■『試験に出る現代思想』斉藤哲也著、NHK出版 

■『小論文これだけ!人文・文化・思想・芸術・歴史 

 深堀り編』 

 樋口 裕一著，大原 理志著、東洋経済新報社 


